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●●●編集後記

▶本号の特集は「CTとMRI のサインから読み解く病態・病理」を取り
上げました。放射線診断領域では，これまで画像所見を表す多くのサイン
が日常診療や学会等で用いられてきましたが，今回の特集では，CT なら
びにMRIにおける病態や病理の理解に役立つ特徴的な所見を各領域の
エキスパートに分かりやすく紹介して頂きました。読者の皆さんも名前を聞
くと画像を頭に思い浮かべる方も多いと思いますが，改めてサインが示す
画像所見の意味やその成り立ちを理解する良い機会になると思います。
今回の Part Ⅰでは，「消化管・腹腔領域」「肝・胆・膵領域」「泌尿
器・男性生殖器・後腹膜領域」「婦人科領域」と腹部領域を取り上げ
ていますが，来年 2 月の Part Ⅱでは，「中枢神経領域」「頭頸部領域」

「胸部領域」「心血管領域」「骨軟部・関節領域」が企画されています。 
本特集は，読者の皆さまの日常診療にすぐに役に立つ素晴らしい内容です。
▶昨年12月に中華人民共和国湖北省武漢市で発生した原因不明の肺
炎患者が報告されてから，早くも1 年を経ようとしています。新型コロナウ
イルス感染は世界中に拡大し，現在も都市封鎖されている地域もあり，多
くの死者も報告されています。日本でも，ここ数ヶ月で急速に新規感染者
数が増加し，医療体制の崩壊も危惧されています。日本医学放射線学会
が中心となって実施しているCOVID—19 のサーベイランス調査でも，重
症肺炎の報告数が日々増加傾向にあります。このような環境の中では，も
ちろんこれまでに言われている感染対策が重要ですが，同時にメンタルヘ
ルスケアへの取り組みも大切です。今，我々はコロナウイルスに感染しな
いだろうか，あるいは他の人に感染させないだろうかと言った不安や，外出
自粛などにより学会や会議もすべてリモートになり，人と直接会う機会が極
端に減ることでの閉塞感や孤独感などが大きな心のストレスになっていま
す。コロナ感染の終息を果たすには，私達が抱える憂鬱や葛藤を語り合う
ことのできる環境や横のつながり，すなわち家庭や職場，そして友人など，
身近に居る人らによるメンタルヘルスケアが極めて重要であると思います。
 今井　裕
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